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昭
和
4
1
年
第

逓
蛮
町
第
一
回
定
例
町
議
会
は
、
去

る
一
月
二
十
八
日
招
集
さ
れ
、
二
月
八

日
ま
で
会
期
十
二
日
間
を
も
っ
て
次
の

議
菜
が
審
醸
さ
れ
ま
し
た
。

頸
菜
第
一
号

昭
聖
一
十
九
年
度
選
資
財
二
般
会
計

及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

（
地
方
自
治
法
の
競
走
に
よ
り
、
蔵

人
歳
出
決
策
の
認
定
を
求
め
た
も
の

です。）

馨
第
二
号

一
回
定
例
議
会
開
催

－
　
i
会
期
十
二
　
日
間
　
－

軽
費
町
頭
金
慈
風
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
簿
に
関
す
る
条
例
の
一
蟹
玉

に
つ
い
て

議
案
第
二
早

速
欝
一
般
職
々
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
都
改
正
に
つ
い
て

（
以
上
第
二
、
第
三
案
は
、
昨

年
八
月
十
三
日
の
人
事
院
勧
告
に
塞

い
て
、
報
酬
及
び
給
与
等
の
条
例
改

正
穿
つ
も
の
）

議
粟
第
四
号

大
字
、
学
区
の
変
更
に
つ
い
て

（
国
土
蘭
蛮
実
施
に
塞
い
て
、
大
字

鬼
滋
、
今
古
賀
、
広
渡
の
大
字
界
の

一
部
変
更
及
大
字
島
津
の
学
界
の
一

部
変
更
を
行
な
う
も
の
）

議
案
第
五
号

昭
和
的
年
鷺
蟹
町
一
級
会
計
概
童

予
算

義
塾
（
号

昭
和
4
0
年
度
違
蜜
柑
団
員
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

議
薬
第
七
号

逆
謡
町
簡
易
水
道
藁
特
別
会
計
補

克
子
筑

襲
霧
八
号

遠
賀
町
境
業
共
済
専
業
特
別
会
計
補

正
予
嬉同
園

い
よ
い
よ
開
通

遠
賀
町
の
農
村
集
団
自
動
怪
諸
の
架

設
工
事
は
、
昨
年
1
0
月
1
日
に
詣
工

し
、
当
初
予
定
よ
り
多
少
延
期
に
な
り

ま
し
た
が
、
い
よ
′
－
二
月
十
五
日
か

ら
開
通
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
加
入
者
総
数
は
、
三
一
八
戸

で
；
」
の
よ
う
な
計
画
は
金
時
的
に
も

め
ず
ら
し
く
、
県
内
で
は
昨
年
末
に
開

通
し
た
田
主
丸
町
に
次
い
で
二
番
目
で

あ
り
、
裕
福
遠
賀
川
郵
便
局
度
の
ご
努

力
と
町
民
各
位
の
ご
理
解
に
よ
り
全
図

に
先
か
け
て
文
化
的
施
設
の
恩
恵
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
、
文
化
佳
清
の
向
上

し
夷
に
町
内
の
通
信
網
は
一
段
と
閲
け

て
き
ま
し
た
。

同
朋
闇
開
聞
凹

I
I
、
昭
和
4
1
年
消
防
団
出
初
式
挙
行
、
－
「

遠
賀
町
消
防
団
は
、
去
る
1
月
1
5
日

午
前
9
時
よ
り
、
庵
門
小
学
校
々
庭
に

お
い
て
、
団
員
一
四
〇
名
が
出
動
し
て

出
初
式
を
行
な
い
ま
ー
た
。

当
日
は
県
並
び
に
郡
内
各
町
の
消
防

関
係
者
、
及
び
町
内
来
賓
多
数
の
参
列

の
も
と
に
、
団
員
の
終
始
キ
ビ
キ
ビ
し

た
動
作
に
よ
る
、
分
列
行
進
、
小
隊
訓

練
、
ポ
ン
プ
撰
転
籍
の
訓
練
を
披
露
し

町
民
の
生
命
、
財
産
の
治
安
維
詩
に
つ

い
て
心
業
与
一
ズ
ま
し
た
。

な
お
引
続
き
、
優
良
団
員
、
永
年
勤

続
国
風
の
表
彰
及
び
防
火
宣
伝
功
労
者

の
感
謝
状
授
与
が
行
な
わ
れ
、
無
揮
出

初
式
を
終
了
し
た
。

表
彰
状
、
感
謝
状
授
与
著
は
次
の
通

り。

○
消
防
庁
長
官
賞
（
退
団
者
）

右
欝
明
、
天
徳
好
徳

○
永
年
勤
続
者

（
県
消
防
協
会
長
賞
）

石
松
俊
彦
、
柴
田
信
和
、
加
藤
幸
敏

加
藤
滑
崖
、
吉
田
　
猪
、
棟
木
友
行

井
口
一
美

○
優
良
団
員（

県
消
防
脇
会
長
賞
）

添
田
仁
親
、
隅
蜃
政
雄
、
高
崎
　
均

高
崎
五
範
、
杉
∴
∴
淳
、
江
藤
和
良

大
場
啓
太
郎
、
石
松
五
実

○
優
良
団
員

（
消
防
協
会
遠
賀
支
部
受
賞
）

吉
浦
勝
露
、
井
口
　
満

○
防
火
宣
伝
功
労
者

（
遠
賀
町
長
賞
）

展
望
僕
会
、
東
町
子
供
会
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昭
和
4
1
年
度

町
民
灘
県
民
説
の
申
告
－
こ
つ
い
て

①
提
出
期
限
及
び
提
出
場
所

3
月
2
2
日
ま
で
　
復
籍
務
係

な
お
3
月
1
5
日
ま
で
な
ら
ば
こ
の
町

県
民
税
の
申
告
合
に
限
り
慶
長
に
提

出
さ
れ
て
も
緒
瀞
で
す
が
淀
城
洩
れ

や
添
付
薔
類
に
不
備
の
な
い
卓
っ
に

注
意
下
さ
い
。
も
し
妃
硝
寝
項
に
不

備
が
あ
る
勘
合
は
役
場
襲
鯨
ま
で

出
向
い
て
い
た
だ
く
と
轟
ま

す
の
で
こ
の
点
御
承
知
下
さ
い
。

⑧
　
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

昭
和
4
1
年
1
月
1
日
現
在
当
町
に
住

民
窪
鏡
及
び
配
給
登
録
等
の
有
無
を

闘
わ
ず
住
所
（
度
活
の
本
拠
）
が
あ

り
、
昭
和
畑
年
中
の
所
得
金
額
の
合

計
額
が
9
万
円
以
上
あ
る
人
は
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
5
万
円
以
下
で
も
申
告
垂
の
送
付

を
受
け
た
人
は
申
告
を
し
て
い
た
だ

きます。）

⑨
　
町
出
展
説
は
…
：
前
年
の
所

得
（
昭
和
畑
年
1
月
1
日
か
ら
推
月

3
1
日
ま
で
の
1
年
間
に
得
た
所
得
）

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
幻
年

中
の
所
徳
に
つ
い
て
申
告
下
さ
い
。

④
　
所
得
と
は
÷
…
昨
年
1
年
間

に
あ
げ
た
収
入
金
額
か
ら
、
そ
の
収

入
表
あ
げ
る
為
の
．
以
襲
な
経
費
（
生

活
寅
は
含
み
ま
せ
ん
）

嚢
引
い
た
も
の
で
す
。

④
給
与
所
得
者
で
申
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人

給
与
所
冠
者
は
通
常
の
班
会
申
告
を

す
る
必
馨
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の

圭
つ
な
鱒
別
の
人
は
、
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

㈲
∴
給
与
所
得
の
他
に
地
代
、
家
賃

記
当
、
種
築
、
営
業
、
恩
給
、
退

職
所
得
な
ど
の
給
与
以
外
の
所
憩

が
あ
る
人

（
浬
）
麓
の
確
定
申
告
で
は
、

こ
れ
ら
の
給
与
以
外
の
所
得
が
5

万
円
以
下
で
あ
れ
ば
里
あ
必
馨

が
あ
り
ま
せ
ん
が
∴
町
県
民
税
に

つ
い
て
は
、
5
万
円
以
下
で
も
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

㈲
∴
本
年
1
月
1
日
現
在
給
与
の
支

払
い
を
受
け
て
い
る
人
で
勤
務
先

よ
り
当
町
役
域
に
給
与
支
払
整
口

答
の
提
出
の
な
い
人
。

（
給
与
支
払
報
告
の
染
出
の
有
無

に
つ
い
て
は
、
勤
務
先
の
給
与
担

当
者
又
は
役
場
税
務
係
に
お
専
ね

下さい。）

の
　
昭
和
5
0
年
に
中
途
醸
し
、
前

職
で
給
与
所
得
の
あ
る
人
で
所
得

税
の
年
来
閲
艶
を
受
け
て
い
な
い

人。
㈲
　
昭
和
柳
年
中
に
給
与
所
得
の
あ

る
人
で
昭
和
幻
年
中
に
退
職
し
た

人。
㈱
　
雑
窺
整
除
や
匿
襲
薙
除
毛
受

け
よ
う
と
す
る
人
。

④
申
告
書
の
送
付
を
受
け
て

申
告
義
務
の
な
い
人

小
　
学
生
、
未
成
年
、
輯
雷
薯
、
寡

婦
、
老
年
者
（
6
5
才
以
上
）
又
は

昭
和
的
年
中
の
所
得
金
額
が
わ
ず

か
の
た
萱
義
務
め
な
い
銭
合

で
も
、
そ
の
選
曲
を
典
体
的
に
記

入
の
上
税
務
起
当
番
に
捷
出
下
さ

㈲
∴
転
出
さ
れ
て
い
る
接
合
は
、
関

係
者
に
お
い
て
お
知
ら
せ
下
さ
い

⑦
申
告
書
の
送
付
を
受
け
て

い
な
い
部
申
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人

該
当
寿
は
役
場
税
務
係
に
請
求
の

上
申
宮
下
さ
い
。

㊤
わ
か
ら
な
い
と
き

申
告
書
の
答
書
方
な
ど
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
室
は
、
税
務
担
当
者

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

な
お
、
お
尋
ね
に
な
る
時
は
申
告

書
に
は
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

抹
茶
惣
陸
棚
等
の
わ
か
る
範
囲
は
必

露
人
し
必
襲
書
類
を
持
参
下
さ
い

⑨
申
告
書
の
送
付
に
つ
い
て

申
告
合
は
、
鴬
岬
別
に
取
り
去
と

め
て
、
盈
義
務
護
る
と
思
わ
れ
　
と
）
等
で
あ
る
接
合
は
関
遠
い
杯
毒

る
人
に
蕃
し
て
い
ま
す
が
、
送
付
　
か
ら
菜
蝶
の
所
得
巽
南
告
し
ぎ
下

奄
受
け
た
人
が
単
な
る
余
儀
人
（
特
　
さ
い
。

に
農
業
所
得
の
塩
会
場
と
注
意
の
こ

所
得
税
の
躍
痘
申
告
及
び

暴
説
の
申
告
に
つ
い
て

①
　
申
告
期
限

の
所
得
税
の
確
定
申
告

3
月
1
5
日
（
火
）
ま
で

0
班
薬
税
の
申
告

3
月
2
2
月
（
火
）
ま
で

②
　
遠
賀
町
後
潟
で
の
受
付
日

本
町
役
警
護
税
撃
麗
覇

財
務
専
務
所
係
宵
来
庁
の
上
所
得
税

の
確
定
申
告
、
誤
読
の
申
告
及
び

個
人
の
町
県
民
税
申
告
を
左
記
日
時

に
共
同
受
付
を
行
な
い
ま
す
。

襲

刻

測

調

u

園
園
寓
圏
園
閣
囲
岩
国
菌

嘲
剰
千
田
諷
憩
当

刻
耐
劉
」
認
闇
詞

帥
開
封
“
鯛
欄
当
観
却
剛
矧
御

国
誰
語
嗣
国
図
回

一

月

　

　

　

日

一

受

付

時

間

特
別
の
人
は
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
申
告
疎
の
叢
を

受
け
て
い
な
い
人
で
、
申
告
の
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
役

域
税
務
担
当
者
に
早
目
に
お
尋
ね

下
さ
い
。

の
　
退
職
所
得
に
つ
い
て
も
回
と
両

様
で
す
。

④
　
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金

姉
貴
る
人

柄
　
昭
和
畑
年
中
の
配
当
や
煩
雑
料

な
ど
の
収
入
が
少
な
く
、
そ
の
は

か
の
新
港
も
多
く
な
い
人
。

㈲
∴
給
与
所
得
や
、
退
城
所
得
の
あ

る
人
で
雄
讃
控
除
、
医
療
費
控
除

又
は
蒋
付
会
接
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
。

0
　
給
与
所
得
者
で
昭
和
的
隼
の
中

一
所
乱
射
旦
珊
規

2
月
縫
目
（
金
）

3
月
l
H
（
火
）

③
確
定
由
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

の
　
昭
和
伽
年
中
の
所
得
金
額
が
、

「
三
七
、
五
〇
〇
円
＋
配
偶
輩

控
除
額
＋
按
整
除
空
よ
り
多

い
人
は
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せん。

㈲
∴
給
与
所
得
の
み
の
所
得
者
は
、

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
が

○

農

薬

醜

∵

儀

一

な

し

一

汁
⊥
十

回
朝
田
目
口

「
l
。
牒
上
座
T
i
i
i

な

　

し

…

0

0
割
は
受
付
日

透
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な

か
っ
た
た
め
、
葉
蘭
鶉
を
受
け

な
か
っ
た
人
。

㊤
　
予
定
鶉
竃
し
て
い
る
人
で
、

申
告
納
税
額
が
予
定
納
税
額
よ
り

少
な
い
人
。
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（8） 行発言0－⊥月
2年4－－和昭

「
家
庭
の
日
」
実
施
に
ご
聴
力
を

I
i
I
毎
月
第
3
日
曜
日
　
－

次
の
世
代
表
替
魯
っ
高
少
年
の
銭
金

な
成
長
を
心
か
ら
願
わ
な
い
も
の
は
、

誰
一
人
と
し
て
お
り
重
電
ん
。

こ
の
よ
っ
な
願
い
に
反
し
て
日
々
報

道
さ
れ
る
暗
い
三
－
ス
は
、
一
体
ど

う
し
た
こ
と
で
で
よ
う
か
。

い
ま
し
す
か
に
私
達
親
と
名
の
つ
く

も
の
が
家
慶
を
ふ
り
か
え
っ
て
眺
め
て

見
ま
す
と
、
親
と
子
が
常
に
揃
っ
て
団

ら
ん
す
る
こ
と
は
、
あ
た
り
ま
え
の
事

で
し
ょ
う
が
、
そ
の
あ
た
り
ま
え
の
密

が
で
き
な
い
の
で
す
。

そ
れ
も
饗
の
新
し
い
国
づ
く
り
、

地
域
社
会
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
動
、
私

達
の
義
し
な
い
闇
に
は
ん
と
う
に
多

忙
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
二
重

三
重
の
家
庭
外
の
活
動
素
食
僅
な
く
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

膏
少
年
が
「
酋
」
で
の
び
る
か
「
聾

で
の
び
る
加
は
、
学
稜
教
育
や
地
域
社

会
の
も
つ
灘
境
が
全
て
嚢
醇
す
る
も

の
で
な
く
、
家
庭
こ
そ
本
当
の
温
床
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

親
と
子
が
肌
を
ふ
れ
合
い
、
お
互
い

の
薬
種
を
た
し
か
め
合
い
、
そ
の
間
世

代
の
ズ
レ
を
た
め
し
合
い
な
が
ら
珪
港

を
す
る
こ
と
が
必
糞
で
あ
り
、
そ
れ
が

社
会
素
明
る
く
す
る
基
礎
の
条
件
で
も

あ
り
ま
し
ょ
う
。

こ
う
し
て
社
会
の
鷹
辺
で
も
あ
り
墳

商
の
条
件
で
も
あ
る
「
一
家
怒
ら
ん
」

を
前
提
と
す
る
「
家
庭
の
日
」
が
鮒
志

さ
れ
た
次
第
で
す
。

な
お
、
市
町
村
や
機
関
団
体
に
お
い

て
も
、
行
事
等
の
開
催
に
あ
た
っ
て
ほ

「
家
庭
の
早
の
趣
旨
を
考
慮
し
て
努

三
日
曜
日
は
、
で
き
る
だ
け
さ
け
る
よ

う
努
め
て
お
り
ま
す
の
で
「
家
庭
の

目
」
の
実
行
と
推
進
に
、
暗
鬼
こ
ぞ
っ

て
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

遠
賀
町
畜
少
年
関
越
擁
護
会

昭
和
四
十
年
起
案
に
つ
い
て
は
異
常

天
候
下
色
々
な
降
雪
が
あ
り
ま
し
た

が
、
各
位
の
御
努
力
が
平
年
作
以
上
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
こ
と
表
冥
々
蕾
ん

で
掌
。

そ
こ
で
今
回
、
水
稲
の
品
種
に
つ
い

し
、
八
月
は
じ
め
の
田
子
効
果
と
、

温
度
較
差
と
に
よ
り
根
の
生
育
が
助

長
さ
れ
、
下
葉
の
枯
あ
が
り
が
少
な

かった。

3
痛
虫
容
の
防
除
に
つ
い
て
は
、
特
に

防
除
国
禁
多
目
に
し
た
の
で
、
イ

モ
チ
病
、
キ
ン
ガ
レ
病
や
、
害
虫
の

被
害
を
ま
ぬ
か
れ
た
。
又
九
月
中
旬

の
航
空
防
除
も
効
菜
が
あ
っ
た
。

4
九
月
上
・
中
旬
の
鐙
の
悪
影
響
は

十
月
以
降
の
怒
独
参
照
に
よ
り
、

作
況
は
回
復
し
、
収
穫
期
の
遅
延
と

共
に
収
量
に
好
結
果
を
も
た
た
し

た。

別
田
賎
民
骸
　
昨
年
は
薗
代
姉
よ

り
不
願
な
天
候
で
、
随
分
心
配
も
し

ま
し
た
が
予
期
以
上
の
成
果
を
収
め

ポ
ー
と
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
品
種

試
験
等
を
通
じ
て
肥
料
が
少
し
足
り

な
か
っ
た
卓
つ
な
感
じ
が
し
ま
す
。

賦
和
四
十
年
度
水
稲
晶
鵜
比
較
賦
験
成
績
表
　
（
浅
木
）

て
種
々
研
究
を
し

て
い
る
浅
木
南
壮

年
ク
ル
ー
プ
の
品

種
比
較
試
験
田
の

籍
菓
霧
ね
て
み

ま
し
た
。
そ
の
概

嚢
は
別
表
の
と
お

り
で
す
が
、
会
員

の
方
と
昨
年
の
稲

作
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
と
こ
ろ
次

の
こ
と
が
言
え
そ

う
で
す
。

1
昨
年
は
九
月
上

句
か
患
i
句
の

出
穂
開
花
期
に
冷
温
多
雨
の
気
象
的

変
化
表
楽
し
、
平
均
気
温
で
二
度
～

四
度
低
目
で
あ
っ
た
た
め
、
葱
が

例
年
よ
り
十
日
⊥
一
週
間
遥
く
れ
た

特
に
品
稲
閲
で
は
、
出
饗
に
お
い
て

九
月
五
日
頃
轟
に
早
生
型
の
品
種

ほ
ど
治
美
歩
合
が
よ
く
、
晩
生
種
ほ

ど
宵
米
や
、
く
ず
米
が
多
か
っ
た
。

2
生
育
初
期
に
於
い
て
は
や
や
徒
長
気

味
で
あ
っ
た
が
、
七
月
下
旬
以
降
の

一
磐
夢
照
で
穂
丈
、
茎
数
と
も
回
復

野
焼
き
実
施
に
つ
い
て

火
入
れ
目
時
は
事
前
に
連
絡
下
さ
い

4
注
蛋
項

イ
　
良
案
　
ワ
ラ
積
、
鉄
道
、
亀

畦
暗
、
堤
防
や
原
野
等
の
野
焼
き
に

つ
い
て
は
、
病
害
虫
の
根
源
死
滅
、
草

生
改
良
、
及
び
僕
水
対
策
の
一
瑛
と
し

孟
餐
野
焼
羞
実
施
中
で
す
が
、
各

地
に
火
災
ぴ
ん
ぽ
ん
の
折
柄
、
各
位
の

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
共
に

火
入
れ
日
時
に
つ
い
て
は
役
場
の
方
に

璃
前
に
御
連
絡
方
方
願
い
ま
す
。

1
野
暁
実
施
期
間

二
月
一
日
よ
り
　
二
月
十
五
日
ま
で

2
実
施
雑
所

の
主
薬
河
川
の
堤
防
及
び
護
岸

㈲
用
排
水
路
の
護
岸
、
農
道
の
ノ
リ

赦
、
壇
蹄

の
そ
の
他
頗
野
等
で
病
畜
虫
の
接
息
　
　
ハ

藤
と
思
わ
れ
る
霧
所

3
実
施
地
域

水
田
地
域
及
び
遡
辺
の
長
狭
物
と
　
　
こ

し
、
受
詩
ろ
ば
各
親
藩
の
慣
例
で
行

な
わ
れ
て
い
る
区
域

線
及
び
緩
詮
等
ば
縛
に
翻
憩
し
類

焼
の
恐
れ
が
あ
る
毯
合
は
中
止
す

る。
気
象
的
に
火
災
警
報
発
会
最

び
風
速
が
強
い
場
合
は
中
止
す

る。
火
入
れ
貿
佳
肴
は
最
後
ま
で
現

場
か
ー
」
雇
れ
ず
、
目
的
終
了
後
は

火
の
後
始
末
を
完
全
に
す
る
。

火
入
れ
晴
に
お
い
て
ほ
、
地
元

消
防
団
の
協
力
柔
め
、
消
火
嬢

動
力
蒸
穀
さ
せ
る
。



（l）

曇
…
…
今
月
の
税
金
言
責
重
責
重
責
重
量
董
…

固
定
資
産
漢
籍
四
期
分

一
、
納
期
限
　
　
二
月
二
十
五
日

期
限
内
に
細
め
ま
し
ょ
う

ニ
三
三
言
責
一
室
≡
喜
一
－
三
重
重
量
≡
三
三
二
重
重
量
一
－
一
重
－
≡
≡
≡
－
萎
善
言
重
責

課
税
台
帳
を
礎
め
ま
し
ょ
う

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
鷺

－
－
－
3
月
1
日
～
3
月
2
2
日
　
－

所
得
税
、
藁
税
等
の
申
告
書

記
載
要
領
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

昭
和
伽
年
の
所
縁
説
及
び
厨
※
説
の

確
雷
告
蜜
の
記
職
婆
領
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
昭
和
0
0

年
中
に
所
得
が
あ
っ
て
、
里
善
必
要

と
き
れ
る
方
は
是
非
虚
婿
さ
れ
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
臼
噛
　
2
月
ュ
9
日
　
1
0
時
～
正
午

二
、
場
所
　
述
窟
町
公
民
館
別
館

三
、
説
明
　
若
松
税
務
薯
及
び
財
務
事

務
所
係
員

社
会
人
に
成
ら
れ
る
人
の
為
に

国
　
民
　
年
　
金
　
と
　
は

がんお織田

昭
和
4
1
年
1
月
1
日
現
在
の
調
査
に

塞
い
て
、
昭
和
4
1
年
度
の
固
裏
慧
謙

税
台
帳
を
税
務
係
で
現
在
蝶
理
中
で
あ

れ
ま
す
が
、
左
記
の
と
お
り
関
係
者
の

綬
寛
に
供
し
ま
す
の
で
、
お
し
ら
せ
し

ます。こ
の
台
波
は
、
昭
和
4
1
年
慶
固
定
資

産
税
（
土
地
、
纂
庵
、
償
却
黄
塵
）
を

課
税
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
も
の
で

す
か
ら
、
こ
の
縦
覧
期
間
中
に
ム
底
を

確
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
台
帳
の
内
容
に
つ
い
て
、
巽

譲
、
不
服
等
が
あ
る
場
合
は
、
3
月
工

日
か
ら
3
月
約
日
の
間
に
蕃
嚢
蓑
を

す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

妃

－
、
縦
覧
の
期
間

3
月
1
日
～
3
月
2
2
日

毎
日
午
前
8
時
5
0
分
か
ら
牛
後
5

時
ま
で
（
土
曜
日
の
午
後
及
び
日

曜
祭
日
は
除
く
）

一
、
縦
覧
の
楊
所

遼
賓
町
役
理
財
瀞
陳
税
務
係

国
民
年
金
は
老
後
の
所
得
保
障
や
、

不
慮
の
災
害
夫
と
死
別
し
て
母
子
家

庭
な
ど
と
な
っ
た
場
合
に
そ
な
へ
で
、

毎
月
三
十
五
才
末
薄
の
人
は
百
円
、
三

十
五
才
以
上
の
人
は
百
五
十
円
の
保
険

料
委
納
め
る
東
に
よ
り
生
活
の
安
定
を

は
か
る
側
慶
で
す
。
と
こ
ろ
で
雄
も
が

国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
か
と
言
え

ば
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
す

で
に
誰
磯
し
て
い
て
職
場
で
朋
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
の
年
金
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
他
の
公
的
年
金
馴
鹿
に
関
係

の
な
い
臓
薬
と
か
繭
薬
価
入
婿
空

家
箪
手
伝
又
は
五
人
未
満
の
個
人
経
営

者
や
従
業
員
な
ど
の
方
、
現
在
な
ん
の

年
金
に
も
加
入
し
て
い
な
い
人
で
二
〇

才
社
主
ハ
〇
才
ま
で
の
人
で
あ
れ
ば
、

す
べ
て
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
加
入
手
続
は
役
揚
社
会
係
で
簡
単
に

出
来
ま
す
。

〝
－
一
ユ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
と
雛
の
導
入
に
つ
い
て
〟

〃
畜
産
技
術
練
習
生
の
募
集
に
つ
い
て
〃

諸
種
経
営
の
改
雪
伸
展
の
た
め
第

一
線
に
活
躍
す
る
繕
話
者
喜
怒
成
す
る

慧
目
的
と
し
て
、
本
螺
の
地
域
的
特

殊
性
に
即
応
す
る
実
務
の
習
熟
を
目
途

し
実
習
に
力
を
注
ぎ
、
麻
用
力
震
う

た
め
必
要
と
す
る
学
習
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
修
整
者
が
瞳
ち
に
本
県
の
農

薬
経
営
の
教
軽
、
あ
る
い
は
畜
産
の
生

藻
塩
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期
し
て

四
十
一
年
度
の
諸
種
旗
術
練
習
生
毒
薬

純
い
た
し
ま
す
の
で
、
諒
恕
者
は
役
場

経
済
課
ま
で
早
目
に
申
出
下
さ
い
。

己

一
、
受
付
期
限
三
一
月
二
十
四
日
ま
で

「
入
所
試
験
±
百
三
十
五
日

∵
場
　
所
～
福
岡
県
畜
産
接
締
貞

義
成
所

な
お
頗
郡
等
く
わ
し
く
は
役
甥
ま
で

問
い
合
わ
せ
下
き
い
。

月2年4－和昭

成
人
病
検
診
実
施
に
つ
い
て

成
人
病
予
防
の
た
め
二
月
末
よ
り
三

月
中
旬
に
検
診
を
菜
施
し
ま
す
。

検
診
目
時
は
区
髪
通
じ
別
績
回
避

し
ま
す
。

実
施
は
一
日
に
二
部
溶
冬
部
落
の
公

民
館
に
於
い
て

医
師
　
溶
質
鐘
所

検
診
料
金

馨
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
無
料

社
会
保
険
そ
の
他
の
者
は
実
費
五
〇
円

虫
歯
予
防
（
ふ
っ
そ
塗
布
）

実
施
に
つ
い
て

虫
歯
予
防
の
た
め
左
記
に
よ
り
薬
を
塗

布
し
ま
す
。

日
時
百
里
百
十
日
「
晴
上
高

二
回
目
二
月
十
七
日
「
晴
上
一
時

塩
所
　
役
場

実
施
　
糞
尿
錐
所

該
当
者
　
6
才
未
満
（
生
活
保
護
家
慶

の
幼
児
）

料
金
　
無
料

福
岡
県
下
各
地
で
ニ
ー
カ
ツ
ス
ル

痛
が
発
生
し
非
常
に
危
険
な
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
愈
々
入
鱒
期
を
向
え
各

地
よ
り
雛
の
購
入
が
な
さ
れ
る
も
の
と

殺
さ
れ
ま
す
が
、
発
生
地
匿
か
ー
あ

移
入
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
周
辺

地
区
よ
り
の
雛
の
導
入
は
危
険
性
が
あ

り
ま
す
の
で
左
記
の
尊
に
十
分
注
意
下

きい。
1
別
語
発
生
地
区
周
辺
よ
り
の
導
入
は

十
分
注
惑
す
る
と
と
も
に
、
遠
隔
地

で
は
発
生
状
況
が
わ
か
り
に
く
い
の

で
第
番
保
健
所
等
と
も
逆
縁
亭
と
っ

て
導
入
す
る
。

2
導
入
灘
は
い
つ
と
こ
で
感
染
す
る
か

わ
か
ら
な
い
の
で
、
商
雛
会
は
他
の

鶏
舎
か
ら
隔
離
し
て
二
週
間
以
上
は

監
視
す
る
こ
と
。

3
調
和
四
十
一
年
二
月
言
請
託
の
発

生
区
域
（
移
入
禁
止
）

○
筑
後
市
、
久
留
米
市
、
柳
川
市
、

三
瀬
郡
、
福
岡
市
、
砲
屡
郡
久
両

町
、
八
女
市
、
八
女
郡
広
川
町
、

田
川
市
、
嘉
穂
郡
嘉
穂
町

○
大
分
県
絶
後
商
圏
市

○
愛
知
県
豊
橋
市

○
佐
賀
県
鳥
額
市

○
神
奈
川
県

○
東
京
都

公
　
売
　
公

「
公
売
の
目
的

港
納
町
税
離
理
の
た
め
右

差
招
物
件
を
公
売
す
る
。

一
、
公
売
の
日
時
及
び
場
所

昭
和
四
一
年
∴
月
十
五
日

九
時
遠
賀
町
役
場
　
税
務
係

一
、
公
売
の
方
法

告競
争
入
札

「
公
売
物
件

電
話
　
遠
賀
川
尻
五
一
番

テ

レ

ビ

　

一

台

（

ゼ

ネ

ラ

ル
一
四
時
型
）

「
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
一
」
は
後
場
説

務
係
に
お
問
合
せ
ト
さ
い
。


